
登録期間 令和 6年 10月 1日～令和 7年 9月 30 日 

※ 公開できる情報のみ掲載しています。 
※ 依頼・相談等に伴う謝礼等条件につきましては、双方協議の上、決定してください。 
※ メールの送信は、[アットマーク]を@に置き換えて行ってください。 

地域活性化伝道師プロフィール 分
野 

地域産業・イノベーション・農商工連携  農・林・水産業  

地域医療、福祉・介護、教育 ○ 観光・交流 ○ 

地域コミュニティ・集落再生 ◎ 環境  

地域交通・情報通信  まちづくり ◎ 

ふりがな ふじた としこ 

氏名 藤田 とし子 

所
属 

名称 まちとひと 感動のデザイン研究所 

役職 代表 

連
絡 

住所 （公開） 
〒 277-0072 

千葉県柏市つくしが丘 ３－７－１ （職場） 

連絡先 
（公開） E-mail info[アットマーク]kando-design.com 

（公開） TEL 090-9671-6145 FAX 04-7169-3233 

連絡方法 E-mail もしくは携帯まで、お願いいたします 

略歴 

・大学卒業後、㈱西友入社。その後、マーケティングリサーチ会社、フリーランスライターを経て、

平成 13 年７月、NPO 法人柏市インフォメーション協会入局。市の情報提供施設『かしわインフ

ォメーションセンター』の事務局長として「情報発信」を核としたまちづくり事業に取り組む。平成

19 年 11 月、地方自治法制定 60 周年記念総務大臣表彰（団体の部）を受賞。市民参加型・ま

ち歩きマップを考案し、「ウラカシ MAP」が大ブレイク。中心市街地のにぎわいと回遊性創出の

手法として、高い評価を得る。 

・平成 21 年 2 月、国の地域商業活性化事業の一翼を担う㈱全国商店街支援センターに移籍。

事業統括役として、全国各地の商店街を訪問し地域活性事業の推進に力を注いだ。 

・平成 23 年 10 月、『まちとひと 感動のデザイン研究所』設立。現在、同研究所代表として、中

心市街地活性化事業はもとより、持続可能な地域社会を担う次世代人材の発掘・育成、新たな

地域コミュニティづくりへの伴走支援を行っている。 

著作・論文等  

取組概要 

１）戦略的情報発信事業による、まちのにぎわい創出＆回遊性の演出 

 ・「情報の受け手」である市民・消費者を「情報の発信者」に！を合言葉に、市民参加型 

  まち歩き MAP＝【ペーパー版 facebook】プロジェクトを各地で展開しています。 

 ・市民有志が自ら住み慣れたまちなかを歩き調査し、集めた情報を自身の言葉で MAP に 

  綴ることで、既成のマップと差別化。情報の受け手の共感→共振→感動のスパイラルを 

  醸成し、「訪れて楽しいまち」のイメージ形成へとつなげていきます。 

２）まちのブランディングと新たな担い手の育成 

 ・地域の多様な主体の参加によるワークショップを開催。地域の現状・特性の把握を行い、 

  「このまちならでは」の魅力発見と地域活性化の手法を皆で見出し、まちのブランディング 

  へとつながる事業を展開していきます。 

 ・事業展開の過程において、地域活性化の新たな担い手を見出し、地域ぐるみで育成して 



登録期間 令和 6年 10月 1日～令和 7年 9月 30 日 

※ 公開できる情報のみ掲載しています。 
※ 依頼・相談等に伴う謝礼等条件につきましては、双方協議の上、決定してください。 
※ メールの送信は、[アットマーク]を@に置き換えて行ってください。 

  いく「しくみ」と「ネットワーク」の形成にも、力を注いでいます。 

メッセージ 

・地域活性化のキーワード、それは【まちに対する誇りと愛着】、そして【情報発信】。 

 まずは住んでいる人が自ら、地域の魅力を再発見し、活性化の担い手としての意識を持つこ

とが大切です。そのためにも、「集客」目的のイベントから脱却し、新たな担い手育成とまちのフ

アンづくり＝「創客」を目標に、持続可能な活性化のしくみづくりが必要だと考えています。次の

世代に引き継ぐことができる「心豊かなまちづくり」を実践していきましょう！ 

関連ホームページ  活動エリア 全国 


